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神は御自分のすべての子供を愛しておられる

神が御心によって御子を犠牲にされたこと以上に，神の愛の深さと広さを十分に示すものはありません。神
の御子の犠牲は，神の子供であるわたしたちが死に打ち勝ち，永遠の命にあずかることができるようにするた
めのものでした。「神はそのひとり子を賜わったほどに，この世を愛して下さった。それは御子を信じる者がひ
とりも滅びないで，永遠の命を得るためである。」（ヨハネ 3：16）人類の罪を贖い，すべての苦難と不正行為を
償い，すべての人のために死の縄目を断つために，イエス・キリストが進んで御自分の命を差し出されたこと以
上に，イエス・キリストの愛を示すものはありません（アルマ 7：11－13 参照）。「人がその友のために自分の
命を捨てること，これよりも大きな愛はない。」（ヨハネ15：13）

2009 年 10 月総大会の説教の中で，ディーター・F・ウークトドルフ管長は，神の愛について次のように述べ
ています。

「神は人の外見を見てはおられません。住まいが城か小屋か，容姿が美しいかどうか，有名か無名か，そうい
うことは一切気にしておられません。わたしたちは不完全ですが，神はわたしたちを完全に愛しておられます。
道に迷い，行き先が分からなくなったとしても，神の愛によって完全に包まれるのです。

神は神聖で清く，筆舌に尽くし難い無限の愛であふれているので，わたしたちを愛してくださいます。神に
とってわたしたちが大切なのは，わたしたちが優れた経歴を持っているからではなく，わたしたちが神の子供だ
からです。神は，わたしたち一人一人を愛しておられます。」（「神の愛」2009 年 10 月総大会）

神はわたしたち全員を愛しておられます。宗教を異にする人々や信仰のない人々を愛しておられます。苦し
んでいる人々を愛しておられます。富める者と貧しい者を等しく愛しておられます。あらゆる人種と文化の人々，
既婚者や独身者，同性にひかれる気持ちを感じる人々や，ゲイ，レスビアン，あるいはバイセクシャルを自認する
人々を愛しておられます。そして神はわたしたちに，御自分の模範に倣うことを期待しておられるのです。

わたしたちは主なる神を愛し，また互いに愛し合うように命じられている

「『心をつくし，精神をつくし，思いをつくして，主なるあなたの神を愛せよ。』これがいちばん大切な，第一の
いましめである。第二もこれと同様である，『自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ。』」（マタイ22：37－
39）

「わたしのいましめは，これである。わたしがあなたがたを愛したように，あなたがたも互に愛し合いなさ
い。」（ヨハネ15：12）

わたしたちは神の戒めを守ることによって（ヨハネ14：15 参照），また互いに愛し合うことによって（ヨハネ
13：34 参照）神にわたしたちの愛を示します。同性にひかれる気持ちを感じる，あるいはゲイを自認する家族
や友人がいるならば，その人を愛してください。ヘンリー・B・アイリング管長は次のように述べています。

「だれか愛する人の存在を身近に感じていたいと願いながら， その人と遠く離れているとき， 皆さんはこのよ
うになさるのではないでしょうか。まず，何らかの方法でその人に話し掛けることでしょう。次にその人の声に
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耳を傾け， そしてお互いのために何かできることがないか， 考え出すわけです。このようなことを何度もすればする
ほど，そしてそれが長く続けば続くほど， 愛のきずなも強まっていきます。逆に，話し掛けることもせず， 耳を傾け
ることもせず， 何もせずに， 時間だけが過ぎていくようであれば， そのきずなは間違いなく弱くなります。神は完
全かつ全能の御方であり， 一方， わたしたちは死すべき存在です。しかし， 神はわたしたちの御父です。わたした
ちを愛しておられ， 愛する友人を身近に感じるときのように， わたしたちが神に近づくための機会を備えてくださっ
ています。わたしたちは友人を身近に感じたいと思うときと同じようにすればよいのです。すなわち， 語り掛け， 耳
を傾け，主が望まれていることを行うのです。」（「神に近づく」1991 年 4 月総大会）

あなたはほかの人々を愛し，その人々に仕えることによって，神に愛を示します。「そして見よ，わたしがこれらの
ことを語るのは，あなたがたに知恵を得させるためである。すなわち，あなたがたが同胞のために務めるのは，とり
もなおさず，あなたがたの神のために務めるのであるということを悟らせるためである。」（モーサヤ 2：17）

互いに愛し合うとはどういう意味でしょうか。愛は気遣います。愛は耳を傾けます。愛は受け入れます。愛は元
気を与えます。愛はわたしたちを人間とするものの中心にあるものです。わたしたちは神の子供だからです。そし
て，「神は愛」です（1ヨハネ 4：8）。最後の晩餐のときに，救い主は繰り返しこう言われました。「互に愛し合うな
らば，それによって，あなたがたがわたしの弟子であることを，すべての者が認めるであろう。」（ヨハネ 13：35）

互いに愛し合うようにという戒めには，わたしたちと同じようには世界を見ていない人々を含みます。ダリン・H・
オークス長老は次のように説いています。

「人生で経験する，実に多くの人間関係や状況で，わたしたちは違いを受け入れなければなりません。重要な状
況において信念の違いを自分から否定したり，捨てたりするべきではありません。 しかし，キリストに従う者として，
わたしたちは異なる価値観を有する人や，自分たちにとって基本となる教えを受け入れない人とも平和に暮らす必
要があります。預言者への啓示で示された御父の救いの計画により，わたしたちはこの地球という環境に置かれ，
そこで主の戒めを守らなければなりません。そしてこの計画の中には，主がわたしたちを愛されたように，わたした
ちも文化や信条の異なる隣人を愛するというチャレンジが含まれているのです。モルモン書の預言者が教えたよう
に，わたしたちは『神とすべての人を愛して』力強く進まなければならないのです（2 ニーファイ31：20）。」（「違い
があっても周りの人を愛し，受け入れる」2014 年 10 月総大会）

神の愛は罪を免除しません ―「主なるわたしは，ほんのわずかでも罪を見過ごしにすることはない」―しかし，
神は赦しを与えたいと思っておられます―「それでも，悔い改めて主の戒めを守る者は赦されるであろう。」（教義
と聖約 1：31－32）同様に，わたしたちは神の戒めに従って生活し，戒めを擁護することで妥協してはなりません。
しかし，神の愛に十分に見習うために，公然かつ完全に互いに愛し合うようにし，だれ一人として見捨てられた，孤
独だ，あるいは希望がないと感じることのないようにしなければなりません。

救い主はわたしたちの苦痛や苦難をすべて完全に理解しておられる

「わたしたちは，今は，鏡に映して見るようにおぼろげに見ている。しかしその時には，顔と顔とを合わせて，見
るであろう。わたしの知るところは，今は一部分にすぎない。しかしその時には，わたしが完全に知られているよ
うに，完全に知るであろう。」（1コリント13：12）

死すべき存在であるわたしたちの理解力は限られています。わたしたちはニーファイとともに，「神がその子供た
ちを愛しておられることは知っていますが，すべてのことの意味を知っているわけではありません」と宣言すること
ができます（1 ニーファイ11：17）。

わたしたちは自分の旅路を進むために答えと指示を求めるとき，神を信頼し，またイエス・キリストの贖いの犠牲



に固有の力に頼ることができます。イエス・キリストは世の罪を引き受けられたことで，人が経験するあらゆる苦痛
と苦難を御自身で経験されました。

「そして神の御子は，あらゆる苦痛と苦難と試練を受けられる。これは，神の御子は御自分の民の苦痛と病を身
に受けられるという御言葉が成就するためである。」（アルマ 7：11）

同性にひかれる気持ちを感じることは罪ではなく，わたしたちはそれに対応する方法を選ぶことができる

教会は同性にひかれる気持ちの原因についての見解を表明していません。 2006 年に，ダリン・H・オークス長
老は次のように述べています。

「教会は，同性にひかれることも含め，このような感受性や傾向の原因についての見解を示していません。」（ダリ
ン・H・オークス長老とランス・B・ウィックマン長老の 2006 年の会見：“Same-Gender Attraction”）

同性にひかれる気持ちを感じることは罪ではありません。 M・ラッセル・バラード長老は次のように述べていま
す。

「次のことを明確にしておきましょう。末日聖徒イエス・キリスト教会が信じているように，『同性にひかれる気持
ちを感じることは，多くの人にとって複雑に入り組んだ現実です。心をひかれる気持ち自体は罪ではなく，その気
持ちに従って行動を起こすことが罪なのです。そのような心をひかれる気持ちを持つ選びをすることはできなくて
も，その気持ちにどう対応するかは選ぶことができます。教会は，愛と理解をもって，〔同性にひかれる人 〕々を含
む，神のすべての子供に手を差し伸べます。』」（「主は今あなたを必要としておられます！」『リアホナ』，2015 年 9 月
号，15 参照）

同性にひかれることは罪ではないとはいえ，チャレンジであると言えます。これらの感情は自分の選びではない
かもしれませんが，神の戒めを守ろうと決意することができます。同性にひかれる気持ちを感じている子供やゲイ
を自認する子供の親は，その子供を愛して受け入れることを選択しなければなりません。教会という社会の一員で
あるわたしたちは，人を歓迎する社会を築く選択をしなければなりません。

「そして主は，御自分のもとに来て主の慈しみにあずかるように，すべての人を招かれる。したがって主は……
主のもとに来る者を決して拒まれない。……すべての人が神にとって等しい存在なのである。」（2 ニーファイ26：
33）

神の律法に従って生活する人々はあらゆる面で教会に参加することができる

「神は人をかたよりみないかたで〔ある〕ことが，ほんとうによく分かってきました。」（使徒 10：34）

神は，神の律法に従う者は永遠の喜びを得ると約束しておられます。そして，神は必ず御自分の約束を守られま
す。同性にひかれる気持ちを感じる人々やゲイを自認する人々も，神に約束し，その約束を守ることができるのは明
らかです。そのような人々は神の光の中を歩むことができます。あらゆる面で教会に参加することができます。

「会員が同性に魅力を感じるものの，同性愛行為を行うことはない場合，指導者は，純潔の律法に従って生活し，
義にかなっていない思いを抑えようと決意している彼らを支援し，励ますべきである。これらの会員は教会の召し
を受けることができる。彼らはそのほかのあらゆる点でふさわしく，資格があれば，神殿推薦状を持ち，神殿の儀
式を受けることもできる。」（『手引き　第 2 部― 教会の管理運営』21.4.6）

ゴードン・B・ヒンクレー大管長は次のように語っています。

「わたしたちはそうした人たちを神の息子娘として愛しているということです。そういう人たちは，強力で，恐らく



は抑制し難い傾向を持っていると考えられます。大部分の人々は，折に触れて，何らかの傾向を持っていることに
気づきます。そうした傾向に従って行動を起こさないかぎり，その人は，ほかのあらゆる教会員と同様に，前進を続
けることができます。しかし，貞潔の律法や道徳の標準を犯すようなことがあれば，ほかの違背行為と同様に，教
会にあって宗紀の対象となります。」（「人々がわたしたちについて尋ねること」1998 年 10 月総大会）

状況はどうであれ，人は，現在主の大義に貢献することができます。そして忠実であれば，現世でも来世でも，
同じように忠実な人に神が約束しておられる同じ祝福にあずかると期待することができます。 D・トッド・クリスト
ファーソン長老は次のように述べています。

「すべての人には才能があり，それぞれの世代にあって，だれもが神の計画を進めるうえで貢献することができる
のです。多くの良いもの，なくてはならないもの―ときには，現在必要なすべてさえ―理想的とはいえない境遇に
おいて達成できるのです。ですから皆さんの多くは自分にできる最善を尽くしていると思います。現世で最も重い
荷を背負っていても，子供たちを昇栄に導くという神の計画を擁護してください。 わたしたちはそのような人をい
つでも支える覚悟でいます。イエス・キリストの贖罪は，イエス・キリストを頼るすべての人々の喪失や損失を予測
し，最終的に，それらすべてを補うために成し遂げられたことを，確信をもって証します。御父が子供たちのために
準備しておられるすべてのうちの一部にしかあずかれない運命にある人はだれ一人としていないのです。」（「なぜ
結婚，なぜ家族か」2015 年 4 月総大会）

純潔の律法は神のすべての子供に適用される

性的に清いことは，わたしたちを幸福にするための神の計画に必須の部分です。大管長会と十二使徒定員会は
次のように宣言しています。

「神がアダムとエバに授けられた最初の戒めは，彼らが夫婦として親になる能力を持つことに関連したものでし
た。わたしたちは宣言します。すなわち，増えよ，地に満ちよ，という神の子供たちに対する神の戒めは今なお有
効です。またわたしたちは宣言します。生殖の神聖な力は，法律に基づいて結婚した夫婦である男女の間におい
てのみ用いるべきです。」（「家族―世界への宣言」）

結婚していない男女や同性の人同士の性的な関係は，天の御父の最も重要な律法の一つを犯す行為であり，永
遠に進歩することの妨げになります。

「純潔に関する主の律法は，合法的な結婚関係によらない性的関係，ならびに夫婦の貞節を逸脱する性的関係
を禁じている。性的な関係は，夫婦として合法的かつ正当に結婚した男女の間でだけ適正とされるものである。
姦淫，私通，男性間または女性間の同性愛関係，その他のあらゆる汚れた不自然で不潔な行いは，罪深いものであ
る。」（『手引き　第 2 部― 教会の管理運営』21.4.5）

どの性的指向の人も，純潔の律法を犯している人々は，悔い改めを通して神に立ち返ることができます。

「あなたは姦淫をしてはならない。姦淫をして悔い改めない者は，追い出されなければならない。しかし，姦淫
をしても，真心から悔い改め，それを捨てて，再び行わない者を，あなたは赦さなければならない。」（教義と聖約
42：24 －25）


